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わが国における国家制定法と現実の社会生活の間には,かなりの距りがある｡国家制定法が市民
社会の近代法として,日本の社会にどう定藷するかを考えるならば,現実になお根強く存在`してい
る伝統的規範関係が生きているので,｢封建的だとか｣r近代的｣という包括的概念で,富来だけ
で満足して断定することは出来ない｡
一般に人間の行動や意識は,法律が変ったからと云つて,括ちダこそれに規制されるものではな
い｡国軍の大部分は｢自分達の社会連帯生活のうえに,もっとも大切な法律を,早の一条項さえ,
ろくに知りもせず,また知ろうともしないで,結構暮している｣1)｡それでは無規範の生活である
かというと,決してそうではないので,無意識的,条件反射的な行動には,反って選択の余地のな
い下から形成されている一定の行動様式がある｡そし七,一見画論軸こ見えるけれどもそこには発
展消滅のうごきがある｡国民はこうした規範の歴史的性格や栖道を反映し,対応している｡一方上
から形成された国家制定法匿も対応しようとするうごきがある｡そこには社会的緊張や対立すらみ
られる｡
この距ウキうごきをどう測定したらよいのか｡いますぐに結論を出すよりも,いま一度丁寧に日
本の社会の内部に立入って現実社会の事実を検証し,内在的な論難の展開が試みられなければなら
ない｡ここでは,社会関係を規律し,成立せしめている法的憤行の実体を必ずしも恨習法という法
概念で峻別せず,｢しきたり｣｢道徳｣｢習俗｣｢恨乱など,互に補足して多かれ少かれ命令規
範的なものを｢生きた泣｣として考えてみることによって,国家制定法とどのような関連があるか
をとりあげたい｡
近代法が｢人が自らの人間としての価値を自覚し,自ら独立の価値ある存在として意識するこ
と,自ら何ごとにも隷属せぬ独立の存在者｣2)の｢権利｣のカテゴリーに象徴される｢法の支配｣であ
るとするならば,日本の社会に果して｢法の支配｣がそのまゝの形で浸透するであろうか｡現実に
は｢隣保団結の生活に韮成せらるべきは,遵法の精神である｡!という意識が強い｡｢かゝる遵法
の精神の棍基は党づ家の生活に於いて培われるのであるが,公共の生活の中にその精神は一J酎栗く
瓶義せられる｡即ち各種の規程･娩別等が,隣組･部落会･町内会等の行動を律し規定するところ
に,自ら適法の訓練が行われる｡遵法の精神が国民に徹底すれば,国家秩序は確固たるものとな
り,国策も円滑に連行される｣,3月また山勘こ戦時中の教学精神の国民的常識とだけ割切れたい｡日
本の社会における,｢家J-｢公共の生活｣一｢国家｣の関係はいまも根強く,とくに出民は共同体的
･｢･e T-
規制を受けている。これは農村のみの問題でなく，日本の社会全体としても考えられなければなら
ない問題であり，日本の社会をしんに前進的なものに転化させるためにも角糊されなければならな
い問題である。
　「家、を中心にした規範閥係を明らかにすることことは，問題接近の一つの方法である。それは
家族制度として考えてもよい。そしてそのすぐれた研究も多い。家族制度は各人がそれぞれの概念
をもつているが，イデオロギーや法律制度と考えるのが，一応の概念であろう・しかし・家族制度
の機能を考えるならば，日常生活においてはイデab　Pギーや法律制度でみごとに割切られている以
上に，複雑な機能をもつて生きている。家族制度や「家」の概念規定も問題であるが，ここでは国
民のなかに素朴な形で生きているものとして一般的に「家」という概念から考えてみたい。そこか
ら理論的再編成することも，いまの時代に必要なことである。
　この観点からの研究調査は数多く進められているが軌　一般論を成立させるためにはなお多くの
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人衆」の研究調査は，その一つの手がか
りである。
野積の社会的背景
　野秋のはじまりにっいてはさまざまに
伝えられているが，いまここではふれな
い。明治22年野積村となり，明治34年
寺泊と合併し現在に至つている。行政的
には寺泊町大字野積ではあるが，生活圏
や意識としては野秋「むら」である。さ
らに，日常生活を規制しているのは，野
積「むら」を構成する8つの「部落」で
ある。大河津分水の河口から南北に日本
海に沿つて，茅ケ谷（28戸）．，荒谷（87
戸），中浜（43戸）、内州（33fi）　，『高
屋（20戸），金沢（36戸），池之尻（42
戸），大野秋（IO戸）の8つの邦落で野
積（299戸）「むら」が撫成されている。
　耕作面積が狭く農業だけで生活は維持
出来なかつた。いま野積の特徴をよくあ
らわしていると云われている大野積，池
之尻と，割に新しい成り立ちを示してい
る内川，についてみるとつぎのような姿
がみられる。
　平均耕作面釈3反そこそこで，農業現
金収入も30万門以下という状態では他
に収入の道を得なければならず，農業外
の労務者として収入の道を拓かなければ
ならなかつたo
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　大正年代までは漁業を中心にして来た。漁業と云つても砂丘地帯なので大型漁船の使用が出来
ず，間瀬や出雲II奇のように鱈場漁業がなかつたので，大羽鰯（4月一6月）ひらめ（2月～3月）漁
が主なものであつた。漁のない時期には杜氏を中心とした酒造りや屋根葺の出稼ぎの習慣があつ
た。それが大正末期になると，漁業も衰退して来た。部落のひとは「大河津分水の完成（大正12
年）とともに淡水が流入するようになつて魚がとれなくなった」と云っている。これは大河津分水
の関係よりは，第一次世界大戦後の日本経済の変化で，漁業の面でも機械化が進み，沿岸漁業が衰
退した，一般1杓傾向とみるべきである。漁業の衰退とともに，副業的出稼ぎの収入が生活を支える
主なるものとなつた。特に杜氏を中心とした酒造りの出稼ぎが圧倒的に多くなつて来た。　「野積の
杜氏」という伝統が基きあげられ，全国的に進出している。昭和30年の統計によればつぎのよう
な状態である。
　この表には時期的な重複があるので，実
数としては，その半数とみてよい，中学を
出れば男の子はそれぞれの縁故を頼つて働
きに行くので，野積では殆どの家が何らか
の型で酒造りの出稼ぎと関係がある。酒造
りの世界では一人前になるには5～6年か
かり，杜氏になるには15～6年はかxる。
杜氏の収入は，斗0万円位の収入をあげてい
る考もあるが，普通10万円前後，三三役で
6～7万円前後である。
　野積ではわずかな農業と漁業で自給の足
しにし，あとは出稼ぎ収入によっている。
　酒造りの世界は，いまでも企業形態に古
いしきたりを残しているので，杜氏一一三
役一下働きの階層があり，部落の構造を
反映し，出稼ぎの影響は都落にはそれ程強
くはみられない。
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「三十六人衆」を中心とした部落構造
　野荻の部落構造を象徴的に示していのが「三十六人衆」である。部落でe21「お玉やけ」又は「お
もだち」と，「こやけ」又は「こまえ」という呼称がある。これは本家。分家と云つてもよいので
あるが，それを「おもだち」「こまえ」と階層的社会評価を含んだ呼び方をしている。「お玉やけ」
「おもだちJと呼ばれるのが36軒あるので「三十六人衆」（「三十六人」ともいう）と呼んでいる。
現在は2軒没落して34軒であるが，昔からの慣行として「三十六人衆」と呼んでいる。
　i現在「三十六人衆」と呼ばれる「家」はっぎのようになっている。
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「三十六人衆；名
「1」：』木政・古
石　井　瀧　吉
高　津　金五郎
石．井　　　勇
高　．津　交　平
石　　井　　仁三三郎
．高　網．三　作
　藤　井　三太郎
深　滝　治　平・
　青　木　作治節
　青木重三郎
　膏　木　惣　三
　深　　滝　危太郎
　青　　末　　高　　市
　’松　チト　寅治郎
　’松井　布右工門
　松　　井　　1市郎平
　これを大野積，池の尻，内川，中浜を例にとってs．
の結合関係をみるとつぎのようになる。
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「三十六人衆」名
松　井　幸一・郎
加藤』甚五右工li］i
石．井初太郎
力　石　安　松
　高　津　甚五郎
　大　　倉　　常太郎　，
　藤　井　大五郎
　1可　合．　　消
　河　合　燃四郎
　風　1団　四　郎
　古川原　政　　雄
　志　田　　　昇
　河　野　　　薫
　風問三五右工II’1
　加　藤　惣一郎
　河　　合・熊　一
　河　合　熊五郎
「三十六入衆」（本家）を中心にした，分家
畑積、池の尻における本鼠分家蘭係
⑨本家　　Q分振
　　’内加一、中浜における本寒、分家関係
◎本家（三三十六人衆）　0分家
（⑨
??
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　　1．家族関係がらみた「三十六人衆」　　　　　　　　　・．　　1．Ll
　大野積，池之尻は野秋「むら」の発生地と云われただけに，本家分家の結合は緊密で，それぞれ
の部落内で10軒前後の結合関係がみられる。その系譜関係は同一部落内で展開しているので，地
縁と血縁が全く一致すると云つてよい。内川，中浜においては都落の成立も池之尻に比較すれぽ新
しいので，．結合関係も5軒前後とその集団は小さい。しかし，地縁と血縁からみれば，内川は内川
の地域内に，中浜は申浜の地域に限られ，内川と中浜の地域的境界と血縁的境界は完全に一致して
いる。　1本察分家末代，親類三代Jと云われ，本家分家の系譜が尊重されている魁婚姻闘係も
「うちうち」（12頁参照）が多いので系譜関係と親類関係が重複しているので・そρ結合関係は強
化される。そこには家族主義を背景にした部落講造がみられる。
　ここで部落梅造をあきらかにするために，その背景となる現実の家族構成をみる必要がある。家　’
族構成人員平均大野積7．3，池之尻7．1，内川5．5は全国平均4．9に比較すれば，はるかに大家族構
成である。
　家族構成からみれば直系尊属及びその他の
傍系1血族を含むものが多く，直系三世代ある
いは複合家族の構成が極立つて多い。
　特に，　「三十六人衆」の家では直系三世代
の構成，あるいは複合家族の構成が多い〇二
三の例をあげるとつぎの通りである。　（家族
関係の呼称は戸籍によらず農業サソセスによ
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つた。そのほうが現実の家族関係をみるによいo）
　K家の例は野積の伝統的なものとして，いまでも家父長的原理が守られている。近代家族が夫婦
中心のものに移行するといつても，それを実現するだけの経済条件がそなわらなければ一挙に実現
するものではない。分家をするにも「なんだかんだと争った揚苦，出る時は茶椀七ツ，小皿五枚，
箸十ぜん・着のみ齎のまNよその家ヘー寸闘借恥　（ひかり第三号より）と，現実は容易でないの
で，よほどの見通しがつかないと，分家はしないo
　I家の場合も最近弟が分家しているが，部落内で商業を営むようになつた。そこには家父長原理
だけでは包括出来ない，家族関係の複雑さのあることは見逃せない。
　分家するには貧しい条件なので，大家族の中でまとまろうとする。それは漁業におけ・る家族労働
を確保しようとする伝統でもあつたが，「三十六人衆」のように分家しないでやつてゆけるところ
は古い型を維持している。T家のような同じ家に生活する従兄妹の婚姻は「うちうち」の婚姻と云
つている。
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　「三十六人衆、の伝統の強い池之尻の方が通婚圏が狭く，「うちうち」で固まろうとしている。
親の世代に対して，子の世代の方が通婚圏は拡大されている。しかし）・それとても野積内が大部分
で，蝋としての閉鎖齢完全に廊目するまでにはなつてい加ので・f云細なものを1鋳し「閉
ざされた社会」としての共同体的性格は，’家族関係からも生れて来る。
　　2．漁業関係からみた「三十六人衆」
継の側谷習慣も漁業に関し焼のが多く，漁業が姻魎戴さSzたか物諦ものである・
と云沸るように，部落の髄のノよかに漁業を背景にした社会的鮒がか1［1　Vのウ＝dトを占めて
いるo　　「おXやけ」　「こやけ、は本来本家・分家の系譜関係から生れたものである。36軒の本家の発生
について醐らかでないが，・三＋六人衆、の一一一r人R郷ある記録5）によれば湘慰之助とあ
る．文化の頃には諏家は草分け本百姓であti），　｝．Zli・1．入組の撒であり演租負癖であつたとみら’
れる。そうしパ三＋六人、の組矯創鍍カミ，蝋の村潔毒造の腿となつたものと思わ泌・
その本家が継の生産の中心としての漁業における・あみもとJであつた・一分家す腸合は「あ
みもと、（本家）に対して・かこ、（舟子）として本家の舟に乗込むことを条件として土地の分与
が行われている・，。分家は本蜘こ対して必ず一人瞭韻を出さね1まならず・万一都合めっかない
時は人纐んでも輔員を出さなければな暁かつた。耕地の狭い野積では鰯は米だ・と云われ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r「13一
る程，漁業は大籾なものであり，土iUl・1：さらに費重なものであつた。本家・分家の系譜関係は「あ
みもとJ・「かt”の漁業関係であり，：ヒ地分与の恩恵による土地所有関係という経済的背豫をも
つものである。
　漁業における出資額のことを「まいすうn　（枚数）と呼んでいる。舟は「あみもと」の出資で，
漁具は乗組員の共同出資である。乗組員は本家を中心とした家族労働で，その構成は，本家2人，
分家5入，本家・分家で足りない時は縁故者を乗せる，8人の乗りである。そこには当然本察の大
家族構成が生れて来る。漁業の盛んな時代に養子も多かつた。その頃は信濃川の氾濫で生活に困っ
た平場では漁村に養子にやつたo附近の平場では「浜にくれてやるぞ」という言葉がいまもある。
その分配方法は本家が漁獲の2／10をとり，8／10を乗組員で平等に分配する方式である。本家分家
は殆ど同一部落にあるので血縁関係，地縁関係，経済関係が重複してその結合は強いものであり，
本家の存在は極立つたものになる。漁業の発展とともに大網になると，さらにその関係は統合され
て来る。昭和25年には解li女されたが，大網についてみると有力な「あみもと」が結合してつぎの
ような形に発展している。　（昭和11年現在）
?????????????? ??? ?????? ?? ?元???? 舟　名
太郎左工1肛1舟
惣左工門舟
中浜ゾ肝
高　屋　舟
金　沢　舟
新　　田　舟
前数
81．5
75．o
84．5
45．0
62．0
63，0
411．0
舟子戸数
40
32
53
32
31
40
228
…?，??｛??
茅ケ谷，荒谷
〃
i茅ケ谷，荒谷，中浜
内川
内川，高屋，金沢
内川，金沢
池之尻，大野較
　36人の「あみもと」は12人6組の有力者に統合されている。ここの「あみもと」は，経済的支
配関係を通して「かこJが228戸であるから部落の殆どの入が，いずれかの大網に所属しているの
である。こうして「あみもと」本家の部落支配は形成されて来る。ここにも血縁と地縁の結合をみ
ることが出来る。
　　3．土地制度からみた「三十六人衆」
　耕作面秋が狭いので，「せめて食うだけの土地をJという意識が強く，
有関係は，生活の基本を規制するものである。
　約4町5反の共有地がある。この共有地は，
　　　大割（約8畝）一本家
　　　二番劇（約4言畝）一一第一分家　　　　　　　　　　　　　，
　　　苗代割（約2畝）一第二分家
　　　割出割（約2敵弱）一一第三分家
漁業関係とともに土地所
の割合で共有している，4町5反は登記名儀は36人の名になつているが，個人の自由で処分は出来
ない。分家は分家の際にそれぞれの割合で分与してもらうが使用権があるだけである。　「三十六人
衆」と難も，共有地の管理をしているだけである。その土地は割地の慣行によって，三年毎の抽選で
同じ面積を交換する。平均耕作面積3反そこそこであるので，耕作地の全然ない分家もあるので，
同一系譜開係「まき」で1反5畝の共有地を管理していることは貴重なことである。分家は本家を
通して部落の共有地を与えられるのであるから，本家の分家に対する支配統制と分家の本家に対す
る服従は強くなる。
＿ユ4＿
　部落の入はそういう慣行であるとしているが，「三十六人衆」は「掟がある」というふうに法的
意識をもつている。その根拠になるものは「野積重立組合定款」？）である。　「三十六人衆」は大正
2年に作製されたというが，資料によれば昭和ヰ年となつている。
　この定款によつて土地所有関係を通して　「三十六人衆」の部落支配は規範性を強めている。　「本
組合ノ共有地ハ納税上別冊三十六人持調書ノ逓リ明治二十一年各自二分筆シアル土地ハ抵当物件二
提出スル事ハ固ク禁スル事」とある。　この点は戒能教援が指摘されているように，慣習法について
「登記簿上は村内の全耕地が個人所有名儀になつて居るに拘らず実際には割地制が行われて居ると
云つた事情とか，或いは部落人会地に関する関係等々の如き，恰も客観的に存在する所の半ば実定
法的法則を指すJように考えるのは「郷仲とでも云ふべきか，地方の直接人民生活に影響を与へ
得べき有力者のなかにイデa’　Pギー・一としてある」8）と指摘されているが，野萩でも「三十六入衆」
には実定法的な意味をもつているが，部落の人は何となく「しきたり」に従つて無意識に行動して
いたので，規範性はそれ程強くない。
　この慣行がいま，部落では問題になつているが，規範や慣行が問題になるのは何等かの意味で危
機の時代にとりあげられる。この定款も大正2年につくられたというが，記録によれば昭和4年と
なつている。昭和4年というのは不況の時代で「三十六人衆」のうち2人が破産して共有地の処分
を決定しようとした結果が，「共有地二対シテハ三十六人タル系伝二鑑ミ権利ヲ尊重スルコト若シ破
財上止ムヲ得ズ売買セソトスル時本組合ノ議決ノ結果組合内ニテ相当ノ価格ヲ以テ受ケ持ツ事」と
なつた。危機は結果的には「三十六人タル系伝Jの名のもとに超世代的な「家」としての「三十六
人衆」を実定的なものにまで強化すことになつた。工町歩以上耕作しているのが15戸しかないにも
拘らず「野積大地主タル三十六人」といつてるところからみても，いかに土地に対する観念が強い
かが判る。
　　3．部落支配樽造からみた「三十六人衆」
　野積重立組合定款第4条に「本組合二於テ騒乱及ピ地籍二関スル争論アルトキハ是レニ立会シ裁
決スル事」とある。これを部落の人はつぎのように理解している。　「この組合でいろいろのいざこ
ざのある時や，土地のことで争いのおきた時は組合で立会つて解決するということで，組合の争い
は，村全体の争いも組合でまとめる’ということを意味しています」9）
　ここには明らかにr三十六人衆」の「重立」の部落支配原理がある。その原理は具体1約にはどう
展開しているかo
　　（1）　「三十六人衆」常会
　昭和工斗年太子講からの批判が起るまで，部落の公的な決定は「三十六人衆」常会によつてなさ
れた。　「公を別にして私はないのである。我等の生活はすべて天皇に帰一し奉り，国家に奉仕する
ことによって真実の生活となる」10）という教学的精神は野積の歴史的性格から，部落の人達の常識
となり，「おもだち」「こまえ」の「分に応じJ．て「三十六人衆」常会は自明のものとされて来
た。　「国策万般の普及徹底に協力する最下部組織とし重要な意義を有する」11）「常会Jが強調され
てくれば一層その存在は部落支配を確立さして来る。
　　r三十六人衆常会」は，部落の年間行事，予算1（万蔵といつている），労働賃金，区長の人選・
等が決定された。ここの決定は本家・分家を通して私の生活にも及んだ。
　　（2）区長と「三日でま」
　　「三十六人衆」常会は戦時中の隣組制度の強化とともに，昭和18年解体して区長制となつた。
区長制になつたと云つても，各部落の区長はそれぞれの部落にある「三十六人衆」の輪番になつた
ので，「三十六入衆」常会と本質的には変りはなく，反つて区長は国策遂行の宋端機構として存在
を明確にするようになった。
　区長は戦時中の繁雑な仕事をし，男が出稼ぎの野積では，留守を守る女達が区長に頼ることが多
15一
かつた。それで区長は大変だということで，「てまJと称して区長の家に無償で働きに行くように
なつた。はじめは一日であつたのが，後に三日になつたので「三旧でま」と云う。部落では「てま
だい」と称して，分家か本家の家に無償労働に行く習慣があつたので，「三日でま」は自然の形で
生れて来た。
　　（3）　氏子総代と「三十六衆J
　さらに，　「三十六人衆Jを極立せているのが，氏子総代である。部落にはそれぞれ氏神様がある
が，その氏子総代には「三十六人衆」のなかでも有力の岩がなつている。現在の氏子総代はつぎの
通りである。
??????????? ??蔀??? ?????? ?．?????????
??
?　氏子総代
高　津　金五郎
’松　　調・　寅治郎
高　綱　三昌作
池　沢　治　平
力　石』安　松
石井初太郎
’伊’藤　彦　言台．
古川原　政　雄
現在役職
町畏，杜氏組合長
1町議会融議長，郵便局長
東北配電所貫
　部落ごとに氏神を祀り，村びとを氏子というのはわが国の習俗であろうけれども，ことでは根強
い制度的なものになつている。その発生については1血族集団の祭る祖神酌性格をもつたものであろ
うけれども，部落の人が殆ど定着しているのでジ’神社の祭りは部落め人達の生活規範とし緊密性を
もち，都落の支配構造とも関連して，部落運営にも重要な機能をもち，そこには氏子総代の存在の
意義がある。氏子総代を鰯ると町長，町会離議長などの役職にういでいるので，．氏子総代の象徴1生
がわかる。区長が「…耳十六人衆」の輪番制になつても氏子総代が準襲性になつているのはその辺の
事情を物語るものである。　　　　　　　　　　　　　　’　　‘　　　　一
「三十六人衆」・と「家」
　野積における部落構造は地縁的結合とlril縁的結合によつて部落共同体を形成している。漁業から
生れる生産性は単独の「家」では独立性をもたず，本家・分家の家族的結合によつてその生産は維
持されて来た。本家と難も分家の協力なしには漁業生産を行うことは出来なかつだd分家はさらに
土地所有関係を通じて恩恵を受け，それが部落共有地の割地という慣行によつて分与されるのであ
るから，部落の規制を受けるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　，一．
　野積における「家」は「まき」とL・う伺族結合を通して，漁業や盤業の生産単位（完全に独立し
たものではないが）であると共に，大網や共有地のよ’う液部落歯生産開係につながることによつて
部落構造の構成の一分子となる。　「家」と「家」’の相互蘭係が野稜め部落である。入は必ずいずれ
かの「家」に属し一jその「家」の一員であることにまって「野塩li」の成員となる。そめ「家．）’とて
も「野重「自という共同体を離れて存在はしないわげセある。、（系議関係めない人はいずれか適当な
本家をみつけて，その「まき」に入る。）　　　　　　　　　　　　　rr、，，．
　こうして形成された「家ゴや「部落」’は「三十六人衆」の規制をうける6　「三十六人衆」は部落
秩序の中心となり，部落の日常生活や行動様式の型をっくりあげている。とこでみられる．「三十六
汰衆］の層は注目する必要がある。一磯田教授の指摘される「日本の村看騨｝造は二つの顕著な，・型j，
に大別され得る。一つは家格制の存在する村落であり，他はそれの存在しない村落である」12）という
見方からするならば野積は家格性の存在する村落で，「三十六人衆」どのつながりにおいて評価さ
一一16＿
れるr家」を媒介とする身分制個ヒニラルエーの存在する村藩である。川島教擾の指1商によ5｝tぼ・身
分階層制1器）ということになる。身分的ヒエラルヒーと身分階図を同じものとみるかどうかは問題は
残されているが，r階層は，生産手段の所有関係や搾取関係に基くのではなく・格rankと顔pre－
stigeとに藻いて形成されるところの，人の一1司木の農村では，まず「家」の一一祉会的地位を
区別する横断的な層である、・・）。鰍の場合を考えると灘轟や土地所有からみれば生産関係の所有
関係が強調されるけれども，日常生活の面では本家・分家の温摘関係であり，本家の層が「三十六
人衆、であり，分家が「こやけ」であり，　「おもだち」　「こまえ」は野積部落における「家」の社
会的評価による横断層とみることが出来よう。ヒエラルヒーにみられる頂点というのはない。　「三
十六人とは，どういう訳で出来たのでしよう，昔はきつと，みんなでおたがいに力を出しあつて，
村の人達を助け合つて，そしていつも明るい住いよい村にしてゆこうではないかと発足したのが三
十六人だと私は信じております。・」15）と村びともいうように，本家・分家の「分」に応じた生活様
式の中で安心を得たものである。それは「一人の家長の下で秩序ある生活をしてtsり・都会の同居
人のように喧嘩などするようなこともない」　f分家は本家に対してあくまでも義理を守つてt「てつ
だいttに出かけて働いてこなければならないj　「仲人は必ず嫁入先の本家である」というふうに，
野積としての共同体としての謁和一一「和の精神」を「家」との関係においてとらえられている。
野報の平和は「家」を媒介とした情緒的伝統が支えており，、日常行動の規範が「義理」ということ
になり，身分的階層制が茱端まで浸透し固定することになる。：
　　「三十六人衆」にとつては昭和4年に制定された野積重立組合定款によって，「三十六人衆」を
中心とした部落構造とその支配原理は「おきて」というふうに実定法fi　1規範として再編成されてい
る。　「野積地形図ハ製作中多少粗略ノ点アル毎……地券終了当時申伝ビアルモ戴二改メテ実行ス
ル」と伝統を背景にした超世代的な「家」としての一F，三十六人衆」！ま制度的な意味をもたせてい
るo・
’部落ではあとで述べるよ一うに「三・卜六人衆」に対す為批判もあり，むかしのように，服従を自明
のものだと，確信をもつているわけではないが，「三十六人衆」のなかには町長16，，町会副議長と
いう役職にあウ，国家機構と結びつくとか，杜氏組合という職業に関係して部落の人の生活機会を
支配しているから，「三十六人衆」の支配は新しいうごきの獣こは固定している。それを直ちに，
野積重立組合定款を「三十六人衆」が「おきてJといっているからといつて，実定浩的とみること
は出来まい。
　しかし，「三十六人衆」の支配が実定法と異るにしても，蔀落の人に貌実Q行動に事実力をもつ
ているならば，国家法は二次的なものとなるb野積における限り・「三十六人衆」は正当性をもち・
そこから展開する規範は正しい規範となり，その違反に対しての制約はある。　　一』
　　　　　　　　　　　　　　　　　今　後　の　課、題
　日本の農村の類型としてみるとき「家」はいくつかの階層に分けられて．L　iる場合が多いが・野秋
の場合は二つの階層しかないということ指摘したい。囑安定しているときには問題はない。社会1i勺な
力Social　forceが対抗し矛盾する場合，どちらの力によつて部落秩序が強化されるか，否定され
るかということが問題になる。例えば昭和4年の場合はr三十六人衆」の「おもだち」支配によっ
て部落支配は安定したとみられよう。しかし，現在濃地改革による土地所有の変化，民主主義思想
による家柄や家格の観念が批判され，「三十六入衆」を成立せしめた歴史的条件は変化している現
在，社会的な力がどのように展開するか一つの課題となる。
　二つの階層しかないことは，新しい社会的な力があらわれると，　「階層約支配は赤裸々な力の関
係として不安定なもの」17）となる。いますぐに野積の力関係を測定することは出来ないが，その力
関係の現実をとりあげてみよう。　　　　　．、・
．．．．・， P7＿
　　工．　太予講の賃金決定
　大工，麗根職人の講である太子講は職人に関係のない「三十六人衆」常会によつて賃金を決定す
るのは不当であるとして，昭和14年自ら賃金を決定することを宣言した。漁業は哀退し，本家・
分家の協力年よる家族労働の生産関係もなく，耕作面積も狭く，第三分家以下になると土地の分与
もなく，手に職をもつて独立するものが多くなれば，　「家」の関係だけで利害関係や対抗関係をぼ
かすことが出来なくなつた。
　　2・野積文化の会を中心にしたうごき
　戦後野積の文化運動として，　「ペソクラプ」　「文化の会」などが結成されたが，保守。革新の色
彩が濃く，昭和27年には解散している。その後，昭和29年「野積文化の会」が結成され，雑誌
「ひかり」を発行している。発行部数は200部を数えている。初期の内容をみると　「野積の封建
性」という論調が多いが，号が進むにつれて「三日でまJ、「区長制」　「砂丘地開田J　「割地」問題
をとりあげ，「三十六人衆」の村落支配を批判している。それは同時に政治的な運動にもなつてい
る0
　　3．　野積砂丘地開拓事業をめぐる問題
　大河津分水の土砂の流出によつて堆積された砂丘地40町歩の開墾が進められているが，入植者
増反者をめぐつて伝統酌な土地所と個人所有との問題がある。いまこの問題に直ちに測定すること
はできないが「象」の問題がどのように見直されか現実の問題である。
　野積の人たちは規範を規範として意識することなく「三十六人衆」を中心とした自分の「家」を
基準とした価値体系によつて行動をして来た。いま野積には新しい動きと古い伝統的な諸関係があ
る。　「三十六人衆」は吉い「家」を温存させて来た。しかし，現実に動いている家族生活にはそれ
自身の法則はあるが，「三十六人衆」がいつまでも，それを矛閥なく包括するものであるかどう
か，新しいものに転化するものであるか，予測するのも一つの課題である。この課題に答えるに
は，部落意識がさらに追求されなければならない。客観的な判断をするには余りにも直接的であ
i），現に進行中のものが多いので，その時機をまちたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1）橋浦泰雄r’日木の家族」1頁
2）川島武宜「近代社会と法」5B頁
3）文部省「臣民の道」B4頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
4）モノグラフとしてはいくつかあるが，ここでは整理されたものとして，古島敏雄編「山村の構造」，磯
　田湛編「村落構造の研究」，潮見俊隆編「漁村の構造」，川島武宣「イデナロギーとしての家族制度」
　潮見俊隆編「日本の農村」をあげておく。）
5
）
6
　　　　　　　　　　　　　　　三島郡野積村　組長　源之助
　　　　　　　申し渡の越
　　その力儀役職年来精励楕勤付為御賞此旨申渡
　　　　　　　文化丁六月　　　　　　　　　　　　　御役所
　　　　一札のJF
一　泓此度勝手に付三左＝門舟買諸漁業仕僕然所私是迄貴殿の舟水主にて漁業仕屠り上は末々共に水三1三
　　一入畳殿の舟に乗組申し可く候一rJ－一’乗組申さず候場合分家の節貴殿より鍍受け申宅地御取揚げなさ
　　れるべく候
　　其の節一言彼是と申出問敷く候
　　　級日の為親類連印証文仙つて如件
　　　　　亥政三辰年八月
一18＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　某
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　重右工門殿
7）　　　　野斌重立組合定款
　第一・条　本組合ハ野救重立組台ト称ス
　第二条　本組合ハ野蕨大地主タル三十六人ヲ以テ組織ス
　i第三条　本組合ハ事務所ラ星寛平宅二置ク
　第四条木組合二於テ騒乱及ビ地籍二関スルt・k論アル時ハ是匹立会シ鰍ス・v　：：j　ln
　第五条鰍地形図・・鮒・中多少粗略ノ点アルヲ以テ境界ll角調シ地形図ノ麺・蝋決ヲIVザルノ’
　　　　　　地券終了時ヨリ申伝ピアルモ憲二改メテ実行スル事但シ参考ノ点ニハ使用ヲ得ル
　錦六条鰍地内三＋六人鯛ま也調鯵ケ年伽撒ヲ以頻己当ス・畷伽後年二至蝉｛レノk’，lil
　　　　　　二変更アルモ之レヲ実行スル事
　第七条本齢ノ鮪地’・納税上Sl冊三＋六人欄御通朔治二＋一年網二分筆シアル土Jul　”抵
　　　　　　当物件二提出スル事ハ固ク禁スル事
　第八条共有地二対シテ・・三＋六人タル系伝二鑑ミ欄ヲ靱スル・購シ破財上止ムヲ得ズ弼｛セソ
　　　　　　　トスル時本組合ノ議決ノ結果粗合ニテ相当ノ価格ヲ以テ受持ツ事
　錦九条共制餉二宅地二鮒ア・馳籍調蝶ノ人・リ他所硬1更ノ諸願アルモ蔽之レヲ採用セ
　　　　　　ザル事
　i第十条　本組合ハ左ノ役員ヲ置ク
　　　　　　　ー地鰭委員　　弐名
　　第十一条　本組合ノ地籍委員ハ野i螢地籍及ビ共有地二関スルー切ノ事務ヲ掌ル
　　第十二条　本組合ノ役員任期ハ満四ケ年トス　但シ再選ハ蛎ゲズ補欠選挙二依リ就任ノ役員ハ前任者ノ
　　　　　　任期ヲ継添ス
　　第十三条　本組合ノ役員ハ総テ名誉職トス
　　第十四条　本組合ノ議会ヲ要スル亦項左二
　　　　　　　一　定款ノ変更　　二共有地植林事業　　三　経費予算等及ピ賦課徴収方法
　　　　　　　　四　其ノ他
　　　　　　　昭和四年四月三十日
加藤　熊吉
志田　昇一
風旧1　松蔵
藤井大五郎
加藻　芳臓
絵井　和吉
青木　倉作
高絹　政雄
高津　峯吉
河野　熊一
風間平治郎
河合丑太郎
大倉利乎次
松弁一留次
青木高次郎
i1i”木1乍次郎
石井石太郎
青木　政古
加藤　平治
古川原文平
河合庄太郎
力石　安吉
松井　栄作
青木　長吉
深滝和五郎
石井　石’松
石井清次郎
8）戚能通孝「法律社会学の諸問題」10買
9）野積文化の会発行雑誌〃ひかり”勢8号7頁
10）文部省r臣畏の道」71頁
11）文部省「臣民の道」82頁
12）磯田進「村落構造の二つの型」　（法社会学1号50頁）
13）川島武宣「農村の身分階層制」　（日本資本主義講座第B巻406頁）
14）川臨武宣　前掲
河野　熊治
古井　甚平
古川原七五三吉
高綱　三作
松井　与松
深滝血次郎
藤井三太郎
高津　文平
一一19一
15）1脳“ひかり〃4’?V頁
16）寺泊町長は野絞のiデ看綱三作氏で四期連統当選している。得票数をみるとつぎの通りである。昭和25年7
　　月20同，高綱三作2800，ゴ〈丸常松2400，本間淳夫1200。昭和29年7月20日無SP．eSt当選。昭和
　　33年7、月20日t高糾三作3412，藤田茂男舞09，鈴木正作2205，星恭四郎7巳1，小田俊子3。昭和87年
　　7月　20，　r｛部運三fil三3574，　4ケP匁鹿，」～琵2467，　鈴フ1｛工E　f／F　2290，　「旺宕葦募」…慈Oo
　　いま投票数の分析はしないけれども，選挙というデモクラシーの方法が伝統的なものとどのようts　YJ係
　　をもつているか究明する謀題がある。
17）　川1’缶武1至　　il　i∫　1・es　432｝芝　　　　　　・　　　　　　　　　’　‘’　　　　　　［　　　・－J　・
　　この階層制がいくつの層に分かれている場合は割に赤裸’々な力関係．としてはあらわれない6十［1町市赤
　　倉の場合は，六つの隙こ分かれている。（拙碧r越後の女性とその社：会的背張」一毒照）その批判壱霊別に
　　して國定して安定している。系譜闘係と土地所有面積が大体比例し：t’その変動は少いからである6漁村
　　あ場合は網元と舟子の関係はみられるが「板子一枚下は地獄」の舟子相互には極立つた陛層はなく，網
　　元，舟子の階層で条件の変化によつて赤裸凌・な力関係になウやすいb
戸
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